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  （百万円未満切捨て）

１．2018年12月期の連結業績（2018年1月1日～2018年12月31日） 
（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2018年12月期 130,502 5.0 1,882 19.1 2,060 4.8 1,527 △28.3 
2017年12月期 124,326 1.7 1,580 △23.4 1,967 △7.2 2,130 △2.9 

 

（注）包括利益 2018年12月期 1,440 百万円 （△44.0％）   2017年12月期 2,573 百万円 （18.4％） 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 
2018年12月期 139.59 － 19.2 3.4 1.4 
2017年12月期 194.75 － 35.6 3.3 1.3 

 
（参考）持分法投資損益 2018年12月期 181 百万円   2017年12月期 348 百万円 

2018年７月１日付で普通株式につき10株を１株とする株式併合を行いました。１株当たり当期純利益は、前連結会計年度
の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、株式併合後の株式数を基に算出しております。 
 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2018年12月期 61,055 8,878 14.1 789.04 

2017年12月期 59,510 7,478 12.2 661.82 
 
（参考）自己資本 2018年12月期 8,632 百万円   2017年12月期 7,241 百万円 
2018年７月１日付で普通株式につき10株を１株とする株式併合を行いました。１株当たり純資産は、前連結会計年度の期
首に当該株式併合が行われたと仮定し、株式併合後の株式数を基に算出しております。 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円 
2018年12月期 △1,080 1,072 △145 4,854 
2017年12月期 △153 1,598 △2,572 5,023 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産配当
率（連結） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 
2017年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － － 
2018年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － － 
2019年12月期(予想) － 0.00 － 0.00 0.00   －  
 
３．2019年12月期の連結業績予想（2019年1月1日～2019年12月31日） 
  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 131,000 0.4 2,100 11.6 2,100 1.9 1,700 11.3 155.39 
 



※  注記事項 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社 （社名）           、除外 －社  （社名） 
 
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無 
②  ①以外の会計方針の変更              ：無 
③  会計上の見積りの変更                ：無 
④  修正再表示                          ：無 

 
（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2018年12月期 11,271,468 株 2017年12月期 11,271,468 株 
②  期末自己株式数 2018年12月期 331,033 株 2017年12月期 330,148 株 

③  期中平均株式数 2018年12月期 10,940,977 株 2017年12月期 10,942,071 株 

2018年７月１日付で普通株式につき10株を１株とする株式併合を行いました。前連結会計年度の期首に当該株式併

合が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しておりま

す。 

 
 
（参考）個別業績の概要 
 2018年12月期の個別業績（2018年1月1日～2018年12月31日） 

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2018年12月期 102,866 7.8 1,037 66.6 1,627 163.0 1,351 △23.8 
2017年12月期 95,403 1.2 622 △51.9 618 △67.0 1,772 △11.6 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 
2018年12月期 123.50 － 

2017年12月期 161.96 － 

2018年７月１日付で普通株式につき10株を１株とする株式併合を行いました。１株当たり当期純利益は、前事業年度の期
首に当該株式併合が行われたと仮定し、株式併合後の株式数を基に算出しております。 
 
（２）個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 
2018年12月期 50,136 7,101 14.2 649.12 
2017年12月期 48,063 5,842 12.2 534.00 

 
（参考）自己資本 2018年12月期 7,101 百万円   2017年12月期 5,842 百万円 
2018年７月１日付で普通株式につき10株を１株とする株式併合を行いました。１株当たり純資産は、前事業年度の期首に
当該株式併合が行われたと仮定し、株式併合後の株式数を基に算出しております。 
 
※決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 
 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、〔添付資料〕３ページ「１．経営成績等の概況（４）今

後の見通し」をご覧ください。 
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

 当連結会計年度におけるわが国経済は、前半は企業活動および個人消費共に堅調に推移しましたが、後半から豪

雨等の自然災害の影響や米中の通商摩擦の激化等による海外経済の減速傾向の影響から、景気回復が足踏みした状

況で推移しました。 

 当社グループは、2016年を初年度とする５か年の中期経営計画において、「リスク予測機能の強化」「成長分野

への投資、不採算事業からの撤退」「主要顧客への深耕、新規顧客開拓、高収益事業への進出」「エンドユーザー

密着型ビジネスモデルの構築」「東南アジア地域を重点エリアとした事業展開」の５つの全体戦略を掲げ、2020年

３月の復配を目指しましたが、2017年に判明した子会社の資金循環取引問題に起因する過年度の決算修正等によ

り、達成が困難な状況となりました。 

 このため、「（上記のような問題の）『再発防止』の徹底」「復配の実現」「３つの改革（事業構造改革、経営

マネジメント改革、人材改革）の完遂」を重点課題とし、自己資本の充実と共に基盤整備のステージとして位置付

けた、2019年を初年度とする３か年の中期経営計画を策定し、2018年12月に発表しました。 

 そのような状況の中、当連結会計年度の当社事業につきましては、商材の一部に供給の逼迫や価格上昇の傾向が

見られましたが、前年度に引き続き、各セグメントの主要商材の需要・販売は堅調に推移し、売上高、営業利益、

および経常利益は前年度を上回りました。 

 一方、前年度に計上した連結子会社の売却益が、今期はなかったこと等から、親会社株主に帰属する当期純利益

は前年度を下回りました。 

 この結果、当連結会計年度の売上高は、1,305億２百万円（前期比5.0％増）、営業利益は18億82百万円（前期比

19.1％増）、経常利益は20億60百万円（前期比4.8％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は15億27百万円（前

期比28.3％減）となりました。 

 セグメント別の業績は以下のとおりです。 

 なお、当連結会計年度より、事業構造変革の一環として従来以上に相乗効果を発揮すべく組織の一部を再編成し

ました。これに伴い、報告セグメントの区分を「化学品」、「合成樹脂」、「金属」、「生活環境・アグリ」、

「海外その他」に変更しています。 

 また、当連結会計年度の比較および分析は、変更後の報告セグメントの数値に基づいています。 

 

（化学品セグメント） 

 化学品関連は、主要商品の販売が順調に推移し、増収となりました。 

 科学システム関連は、一部輸入商材の販売を取り止めた影響に加えて、年初から好調だった民間企業からの需要

が、10月以降は振るわず、減収となりました。 

 食品関連は、一部顧客の生産調整等の影響を受け、減収となりました。 

 以上の結果、売上高は347億99百万円（前期比1.8％増）、営業利益は４億１百万円（前期比14.1％減）となりま

した。 

 

（合成樹脂セグメント） 

 国内取引では、ナフサ価格上昇で商品価格が値上がりし、主要顧客の需要も堅調に推移したことから、増収とな

りました。 

 また、貿易取引では、輸入原料の国内販売が増加し、輸出も国内品供給の回復から販売量が増加し、増収となり

ました。 

 以上の結果、売上高は376億57百万円（前期比12.0％増）、営業利益は１億80百万円（前期比184.5％増）となり

ました。

 

（金属セグメント） 

 軽金属関連は、圧延品や軽圧品の販売が堅調に推移しましたが、電池材の中国向け輸出取引を前年度上期に終了

した影響が大きく、減収となりました。 

 無機材料関連は、前年度から引き続き、中国環境規制に端を発する耐火材原料や電極の供給逼迫による価格上昇

の影響で、増収となりました。 

 以上の結果、売上高は396億33百万円（前期比4.8％増）、営業利益は８億46百万円（前期比59.0％増）となりま

した。
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（生活環境・アグリセグメント） 

 住宅建材関連は、管材および新規開発商材の販売が堅調に推移し、増収となりました。 

 エレクトロニクス関連は、2017年４月にＬＥＤ事業の連結子会社（昭光エレクトロニクス株式会社）を売却した

影響で、減収となりました。 

 肥料農材関連は、主力の肥料や農業資材の販売が減少し、減収となりました。 

 以上の結果、売上高は139億80百万円（前期比0.8％減）、営業利益は１億95百万円（前期比1.7％増）となりま

した。 

 

（海外その他セグメント） 

 連結子会社の株式会社ゆーらむの人材派遣事業を譲渡した影響で、減収となりました。 

 以上の結果、売上高は44億31百万円（前期比4.1％減）、営業利益は２億55百万円（前期比22.2％減）となりま

した。

 

（２）当期の財政状態の概況 

 資産は、前連結会計年度末に比べ15億44百万円増加し、610億55百万円となりました。主な要因は、「受取手形

及び売掛金」の増加であります。

 負債は、前連結会計年度末に比べ１億44百万円増加し、521億76百万円となりました。主な要因は、「電子記録

債務」の増加であります。

 純資産は、前連結会計年度末に比べ14億円増加し、88億78百万円となりました。主な要因は、「親会社株主に帰

属する当期純利益」の計上による「利益剰余金」の増加であります。

 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末から1.9ポイント上昇して14.1％となりました。

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

 当連結会計年度のキャッシュ・フローについては、営業活動により10億80百万円減少し、投資活動により10億72

百万円増加し、財務活動により１億45百万円減少し、この結果、現金及び現金同等物は１億68百万円減少となり、

当連結会計年度末残高は48億54百万円（前連結会計年度末比3.3％減）となりました。 

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加等により10億80百万円の支出（前連結会計年度は１億53

百万円の支出）となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の償還による収入等により10億72百万円の収入（前連結会

計年度は15億98百万円の収入）となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済による支出等により１億45百万円の支出（前連結会計

年度は25億72百万円の支出）となりました。

 

（４）今後の見通し

 今後の見通しにつきましては、引き続き世界経済の減速懸念、東京五輪関連投資の一巡、さらに、10月に予定さ

れる消費増税等の景気下振れリスクを抱えるものの、わが国経済の企業業績は堅調に推移し、景気は緩やかに回復

した状況で推移するものと予想されます。

 このような環境の中、翌連結会計年度（2019年12月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高1,310億円

（前期比0.4％増）、営業利益は21億円（前期比11.6％増）、経常利益は21億円（前期比1.9％増）、親会社株主に

帰属する当期純利益は17億円（前期比11.3％増）を予想しております。

 また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財

務諸表を作成する方針であります。

 なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
 

    (単位：百万円) 

  前連結会計年度 
(2017年12月31日) 

当連結会計年度 
(2018年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,339 5,269 

受取手形及び売掛金 31,021 32,845 

電子記録債権 4,881 5,905 

商品及び製品 3,765 4,794 

販売用不動産 12 12 

仕掛品 143 102 

原材料及び貯蔵品 513 513 

繰延税金資産 589 403 

その他 1,737 987 

貸倒引当金 △357 △491 

流動資産合計 47,646 50,343 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,396 1,499 

機械装置及び運搬具（純額） 570 543 

土地 4,659 4,900 

その他（純額） 543 95 

有形固定資産合計 7,169 7,039 

無形固定資産    

のれん 0 0 

その他 142 154 

無形固定資産合計 143 155 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,669 2,670 

繰延税金資産 11 13 

長期未収入金 8,525 7,993 

その他 881 854 

貸倒引当金 △8,536 △8,014 

投資その他の資産合計 4,551 3,516 

固定資産合計 11,864 10,711 

資産合計 59,510 61,055 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2017年12月31日) 
当連結会計年度 
(2018年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 26,827 26,942 

電子記録債務 3,813 4,212 

短期借入金 700 600 

1年内返済予定の長期借入金 － 1,000 

未払法人税等 255 185 

賞与引当金 145 155 

その他 2,735 2,517 

流動負債合計 34,477 35,614 

固定負債    

長期借入金 15,000 14,000 

リース債務 30 21 

退職給付に係る負債 1,078 1,112 

預り保証金 862 925 

繰延税金負債 159 78 

再評価に係る繰延税金負債 398 398 

その他 25 25 

固定負債合計 17,554 16,561 

負債合計 52,032 52,176 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,021 8,021 

資本剰余金 0 0 

利益剰余金 △2,315 △787 

自己株式 △481 △482 

株主資本合計 5,226 6,752 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 249 129 

繰延ヘッジ損益 0 △4 

土地再評価差額金 902 902 

為替換算調整勘定 1,009 1,003 

退職給付に係る調整累計額 △146 △149 

その他の包括利益累計額合計 2,015 1,880 

非支配株主持分 236 246 

純資産合計 7,478 8,878 

負債純資産合計 59,510 61,055 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
 

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2017年１月１日 
 至 2017年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 2018年１月１日 

 至 2018年12月31日) 

売上高 124,326 130,502 

売上原価 114,908 120,951 

売上総利益 9,417 9,551 

販売費及び一般管理費    

販売費 1,511 1,605 

一般管理費 6,325 6,063 

販売費及び一般管理費合計 7,837 7,669 

営業利益 1,580 1,882 

営業外収益    

受取利息 9 8 

受取配当金 111 76 

持分法による投資利益 348 181 

その他 99 79 

営業外収益合計 568 346 

営業外費用    

支払利息 111 113 

手形売却損 5 1 

たな卸資産処分損 28 － 

為替差損 － 14 

その他 36 38 

営業外費用合計 182 167 

経常利益 1,967 2,060 

特別利益    

投資有価証券売却益 217 － 

子会社株式売却益 105 － 

関係会社出資金売却益 47 － 

事業譲渡益 － 16 

固定資産売却益 0 3 

その他 20 0 

特別利益合計 391 20 

特別損失    

減損損失 40 13 

企業結合における交換損失 38 － 

課徴金 － 24 

その他 24 7 

特別損失合計 103 44 

税金等調整前当期純利益 2,255 2,036 

法人税、住民税及び事業税 300 435 

過年度法人税等 34 △130 

法人税等調整額 △271 147 

法人税等合計 62 452 

当期純利益 2,192 1,584 

非支配株主に帰属する当期純利益 61 57 

親会社株主に帰属する当期純利益 2,130 1,527 
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（連結包括利益計算書）
 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 2017年１月１日 
 至 2017年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 2018年１月１日 

 至 2018年12月31日) 

当期純利益 2,192 1,584 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 291 △116 

繰延ヘッジ損益 △10 △4 

為替換算調整勘定 66 △6 

持分法適用会社に対する持分相当額 21 △11 

退職給付に係る調整額 12 △3 

その他の包括利益合計 381 △144 

包括利益 2,573 1,440 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 2,508 1,392 

非支配株主に係る包括利益 64 48 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2017年１月１日 至 2017年12月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 8,021 0 △4,461 △479 3,081 

当期変動額           

親会社株主に帰属する当期
純利益     2,130   2,130 

自己株式の取得       △1 △1 

土地再評価差額金の取崩     2   2 

連結範囲の変動     12   12 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 2,146 △1 2,144 

当期末残高 8,021 0 △2,315 △481 5,226 

 

                 

  その他の包括利益累計額 
非支配株主
持分 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

土地再評価
差額金 

為替換算調
整勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 △59 10 904 959 △159 1,655 222 4,959 

当期変動額                 

親会社株主に帰属する当期
純利益               2,130 

自己株式の取得               △1 

土地再評価差額金の取崩               2 

連結範囲の変動               12 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

308 △10 △2 50 12 359 14 373 

当期変動額合計 308 △10 △2 50 12 359 14 2,518 

当期末残高 249 0 902 1,009 △146 2,015 236 7,478 
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当連結会計年度（自 2018年１月１日 至 2018年12月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 8,021 0 △2,315 △481 5,226 

当期変動額           

親会社株主に帰属する当期
純利益     1,527   1,527 

自己株式の取得       △0 △0 

自己株式の処分   △0   0 0 

利益剰余金から資本剰余金
への振替   0 △0   － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 1,527 △0 1,526 

当期末残高 8,021 0 △787 △482 6,752 

 

                 

  その他の包括利益累計額 
非支配株主
持分 

純資産合計 
  

その他有価
証券評価差
額金 

繰延ヘッジ
損益 

土地再評価
差額金 

為替換算調
整勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包
括利益累計
額合計 

当期首残高 249 0 902 1,009 △146 2,015 236 7,478 

当期変動額                 

親会社株主に帰属する当期
純利益               1,527 

自己株式の取得               △0 

自己株式の処分               0 

利益剰余金から資本剰余金
への振替               － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△119 △4 － △6 △3 △135 9 △125 

当期変動額合計 △119 △4 － △6 △3 △135 9 1,400 

当期末残高 129 △4 902 1,003 △149 1,880 246 8,878 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
 

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 2017年１月１日 
 至 2017年12月31日) 

当連結会計年度 
(自 2018年１月１日 

 至 2018年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    
税金等調整前当期純利益 2,255 2,036 

減価償却費 261 256 

のれん償却額 1 0 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △0 39 
貸倒引当金の増減額（△は減少） 24 126 

受取利息及び受取配当金 △120 △84 

支払利息 111 113 

持分法による投資損益（△は益） △348 △181 
投資有価証券売却損益（△は益） △214 － 

売上債権の増減額（△は増加） △2,829 △3,401 

たな卸資産の増減額（△は増加） △442 △1,179 

長期未収入金の増減額（△は増加） 132 24 
仕入債務の増減額（△は減少） 957 606 

預り保証金の増減額（△は減少） 59 63 

その他 △200 968 

小計 △352 △612 

利息及び配当金の受取額 128 89 

利息の支払額 △109 △97 

法人税等の支払額 180 △460 

営業活動によるキャッシュ・フロー △153 △1,080 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △0 △102 

有形固定資産等の取得による支出 △122 △123 

有形固定資産等の売却による収入 1 13 
投資有価証券の取得による支出 △6 △8 

投資有価証券等の売却による収入 1,114 1 

投資有価証券の償還による収入 500 1,000 

関係会社株式の取得による支出 △1 － 
出資金の売却による収入 71 － 

貸付けによる支出 △250 △0 

貸付金の回収による収入 1 340 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入 

270 － 

その他 20 △46 

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,598 1,072 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,480 △100 
コマーシャル・ペーパーの発行による収入 500 － 

コマーシャル・ペーパーの償還による支出 △500 － 

長期借入金の返済による支出 △33 － 

自己株式の取得・売却による純支出 △1 △0 
リース債務の返済による支出 △7 △6 

その他 △50 △38 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,572 △145 

現金及び現金同等物に係る換算差額 24 △14 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,103 △168 

現金及び現金同等物の期首残高 6,144 5,023 

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △17 － 

現金及び現金同等物の期末残高 5,023 4,854 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行なう対象となっているものであります。

 当社は主として、取り扱う商品・製品、提供するサービス及び販売経路の共通性により区分したセグメントか

ら構成されており、「化学品」、「合成樹脂」、「金属」、「生活環境・アグリ」、「海外その他」を報告セグ

メントとしております。

 なお、各報告セグメントの主な商品は以下のとおりであります。

   化学品      ： 有機・無機化学品、食品添加物、分析機器等

   合成樹脂     ： 合成樹脂原料・製品等

   金属       ： アルミニウム合金、軽圧品、加工製品、研削材、耐火材、黒鉛電極等

   生活環境・アグリ ： 建材、不動産、電子材料、機械、肥料・農業資材等

   海外その他    ： 輸出入取引全般、保険代理店業、人材派遣業等

 

 また、当社グループの報告セグメントの区分は、「化学品」、「合成樹脂」、「金属」、「生活環境」、「海

外その他」としておりましたが、当連結会計年度より、「化学品」、「合成樹脂」、「金属」、「生活環境・ア

グリ」、「海外その他」に変更しました。 

 これは、事業構造変革の一環として、従来以上に相乗効果を発揮すべく組織の一部を再編成したことに伴うも

ので、これまで「化学品」に含めておりました農業関連事業を「生活環境」に、また「生活環境」に含めており

ましたアルミスペーサー事業を「金属」にそれぞれ変更するとともに、「生活環境」は「生活環境・アグリ」に

報告セグメントを改称したものであります。 

 なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開示して

おります。 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に準

拠した方法であります。

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 2017年１月１日 至 2017年12月31日） 

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注） 

連結 
財務諸表 
計上額   化学品 合成樹脂 金属 

生活環境 
・アグリ 

海外 
その他 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 34,169 33,609 37,829 14,097 4,620 124,326 － 124,326 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
68 79 634 466 779 2,027 △2,027 － 

計 34,237 33,688 38,463 14,563 5,399 126,353 △2,027 124,326 

セグメント利益 

（営業損益） 
467 63 532 191 329 1,584 △4 1,580 

（注）セグメント利益の調整額△４百万円は、主にセグメント間取引消去であります。
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当連結会計年度（自 2018年１月１日 至 2018年12月31日） 

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注） 

連結 
財務諸表 
計上額   化学品 合成樹脂 金属 

生活環境 
・アグリ 

海外 
その他 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 34,799 37,657 39,633 13,980 4,431 130,502 － 130,502 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
68 104 269 441 478 1,361 △1,361 － 

計 34,867 37,761 39,903 14,422 4,909 131,864 △1,361 130,502 

セグメント利益 

（営業損益） 
401 180 846 195 255 1,880 1 1,882 

（注）セグメント利益の調整額１百万円は、主にセグメント間取引消去であります。

 

（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自  2017年１月１日
至  2017年12月31日）

当連結会計年度
（自  2018年１月１日
至  2018年12月31日）

１株当たり純資産額 661.82円 789.04円

１株当たり当期純利益 194.75円 139.59円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２. 2018年７月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定しており

ます。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度

（自  2017年１月１日
至  2017年12月31日）

当連結会計年度
（自  2018年１月１日
至  2018年12月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
2,130 1,527

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益（百万円）
2,130 1,527

普通株式の期中平均株式数（株） 10,942,071 10,940,977

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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